
令和6（2024）年もスタートいたしました。

元日の夕方に能登半島で大地震が発生し家屋

の倒壊や津波などで多くの皆様が犠牲となり、

避難生活を余儀なくされております。

続いて二日の日には日航機が海上保安庁の飛

行機と接触し、奇跡的に乗客乗員は助かったも

のの、海保の職員5名が殉職されるという痛ま

しい事故が起こるなど波乱の年明けとなってし

まいました。

お亡くなりになられた皆様にご冥福をお祈り

申し上げると共に、地震によって不自由な生活

を送っている皆様にお見舞い申し上げます。

旧年中はお蔭様で再び県政で働かせていただく事が

出来ました。心より感謝申し上げます。

今年も県議会最大会派の一員として責任ある立場か

ら、政治の信頼回復や故郷に誇りと自信を持てる教育

再生、少子化対策の充実にまずは力を入れた上で、失

われた30年を取り戻すべく国には積極財政を求めて埼

玉県経済を元気にし、税収を上げて高齢者が安心して

暮らせるまちづくり・福祉政策をさらに充実させて行

きたいと思います。

今年も志木市や埼玉県発展のために頑張ってまいり
ますので、ご指導ご鞭撻いただけますよう何卒よろし
くお願いいたします。

お
蔭
様
で
、
令
和
六
年

も
元
気
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
旦
か
ら
の
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
大
き
な

被
害
に
は
衝
撃
を
う
け

ま
し
た
が
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
ま
ず
は
支

援
金
と
い
う
形
で
、
街

頭
募
金
活
動
で
あ
っ
た

り
、
埼
玉
県
議
会
と
し

て
ま
ず
は
百
万
円
の
寄

付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

埼
玉
県
と
し
て
も
、

職
員
の
派
遣
（
現
在
二

十
名
・
交
代
制
）
や
、

の
べ
二
十
隊
の
災
害
医

療
派
遣
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
の
派
遣
、
被
災

建
築
物
応
急
危
険
度
判

定
士
四
名
の
派
遣
、
半

壊
全
壊
し
た
被
災
者
へ

県
営
住
宅
三
十
戸
と
市

町
村
営
百
十
三
戸
（
家

賃
・
敷
金
無
償
）
を
提

供
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
現
地
の
復
旧

状
況
に
合
わ
せ
た
、
復

旧
復
興
支
援
を
行
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
か
ら
埼

玉
県
議
県
議
会
で
は
、

児
童
虐
待
禁
止
条
例
案

提
出
に
よ
る
県
民
の
皆

様
か
ら
の
お
叱
り
を
い

た
だ
い
た
り
、
現
在
進

行
形
と
し
て
の
派
閥
パ
ー

テ
ィ
ー
に
よ
る
政
治
資

金
の
不
記
載
、
裏
金
化

の
問
題
な
ど
、
所
属
政

党
に
よ
っ
て
多
く
の
政

治
不
信
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
事
に
対
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
条
例
案
の
制

定
に
関
し
て
は
、
反
省

を
踏
ま
え
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
検
討
会
」

が
設
置
さ
れ
、
私
も
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
色
々
と
ご
意
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県

民
の
皆
さ
ん
達
か
ら
い

た
だ
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
・
情

報
）
は
非
公
開
か
ら
公

開
に
変
え
、
議
会
開
会

中
な
ど
は
中
間
報
告
も

行
う
事
や
影
響
を
受
け

る
各
市
町
村
さ
ん
か
ら

も
あ
ら
か
じ
め
ご
意
見

を
聴
き
、
他
の
会
派
に

は
で
き
る
だ
け
早
く
情

報
を
提
供
す
る
事
な
ど

が
決
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

議
員
条
例
の
制
定
は

議
員
と
し
て
も
、
大
き

な
仕
事
の
一
つ
で
す
が
、

県
民
の
声
を
考
慮
せ
ず

議
員
の
ひ
と
り
よ
が
り

に
な
ら
な
い
よ
う
、
今

後
注
意
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
よ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
パ
ー

テ
ィ
ー
券
の
売
り
上
げ

や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
不

記
載
に
よ
る
裏
金
化
に

関
し
て
は
、
正
直
呆
れ

て
怒
り
を
覚
え
ま
す
ね
。

パ
ー
テ
ィ
ー
も
禁
止

さ
れ
て
ま
せ
ん
し
、
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
自
体
も
ど
こ

の
政
党
も
や
っ
て
る
ん

で
す
が
、
記
載
す
ら
し

て
い
れ
ば
何
ら
問
題
な

い
も
の
を
、
記
載
し
な

い
で
裏
金
化
す
る
意
味

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

何
に
使
う
つ
も
り
だ
っ

た
の
か
、
し
っ
か
り
捜

査
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、
政
治
と
金
の

問
題
は
信
頼
回
復
の
た

め
、
政
治
資
金
規
正
法

に
お
い
て
も
会
計
責
任

者
だ
け
の
責
任
に
せ
ず
、

政
治
家
に
も
責
任
が
及

ぶ
連
座
制
導
入
な
ど
の

法
改
正
を
し
て
、
大
き

な
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き

で
す
よ
。

一
部
派
閥
の
解
散
が
検

討
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

三
十
年
以
上
前
、
私
も

し
っ
か
り
記
憶
に
残
っ

て
い
る
政
治
改
革
騒
動

の
時
も
、
政
党
交
付
金

と
小
選
挙
区
制
の
導
入

で
ご
ま
か
さ
れ
て
し
ま

い
、
こ
れ
で
お
金
の
か

か
ら
な
い
政
治
の
幕
開

け
と
ば
か
り
に
宣
伝
さ

れ
、
中
選
挙
区
時
代
よ

り
は
改
善
さ
れ
た
も
の

の
、
抜
本
的
な
改
革
に

は
及
ば
ず
、
今
日
の
裏

金
問
題
に
至
っ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

地
方
議
員
で
も
、
こ

の
問
題
は
自
民
党
所
属

議
員
の
方
達
も
怒
っ
て

る
ん
で
す
よ
。

商
売
を
や
っ
て
い
る

議
員
さ
ん
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
導
入
で
大
変
な
想

い
も
し
て
ま
す
か
ら
ね
。

我
々
の
立
場
か
ら
も

法
改
正
を
含
む
抜
本
的

な
改
革
を
求
め
ま
す
よ
。

今
年
こ
そ
は
、
年
の

初
め
か
ら
コ
ロ
ナ
の
規

制
が
無
く
な
っ
た
ん
で

す
か
ら
、
給
料
の
上
が

ら
な
い
失
わ
れ
た
三
十

年
を
取
り
戻
す
べ
く
、

埼
玉
県
経
済
を
元
気
に

し
、
増
税
で
な
く
可
処

分
所
得
を
上
げ
て
い
く

あ
ら
ゆ
る
施
策
の
展
開

が
必
要
で
す
ね
。

株
価
は
順
調
の
よ
う

で
す
が
、
中
小
零
細
企

業
も
働
い
て
い
る
皆
さ

ん
も
志
木
市
や
埼
玉
県

の
多
く
の
皆
さ
ん
も
、

好
景
気
が
実
感
出
来
る

一
年
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
よ
。
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朝霞県土整備事務所によりますと用地買収及
び工事の進捗状況は、用地買収については、本
線部分に１件、志木市道との交差部の青い部分
で数件あるとの事でした。

しかし、事業には協力的であるため、交渉を

継続しているところだそうです。

工事については駅側から進めており、今後市

役所方面へ進めていくとの事でした

朝霞県土整備事務所には改めて1日も早い道
路拡幅と電線地中化の整備を要望いたしました。

宗岡公民館前交差点改良工事ですが、交差点

内の用地買収は完了し、交差点から離れた部分

の用地交渉を継続中です。

なお、交差点内の工事は、１月から始まりま
す。同時に信号や電柱の移設工事を行うため、
完成にはもう少し（年度を超えて6月以降）時
間を要します。※図面参照：赤部分が今回工事

埼玉県議会自由民主党県議団「こどもまんなかPT

（プロジェクトチーム）」は、宗岡第四小学校を訪

問し志木市が誇る「放課後志木っ子タイム」を視察。

教育長を始め生涯学習課の職員さんや社会福祉協

議会の職員さんなど、多くの皆さんから丁寧な説明

をいただいたのでPTメンバーは大変感心し、すべて

の子ども達の居場所確保や学童保育クラブの待機待

ちの解消に向かった志木市の取組が埼玉県中に広が

り、子ども達の居場所がしっかり確保されるよう条

例制定も含め、お役に立てられればと思います。

埼玉県議会１２月定例会は１２月２２日、
追加分の物価高騰対策などを盛り込んだ 約
１１４億９７１５万円の補正予算案など、計
４７議案を可決し閉会いたしました。

▼多くの県民の方にご批判を

受けた虐待禁止条例案提出の反

省から【パブリックコメント検

討会】が設置され、検討会の委

員に選任されたので数多く発言

し、今まで非公表だったパブリッ

クコメントの公表、中間報告、

市町村や他会派への丁寧な事前

説明などが決定しました。

◆「埼玉県議会・日台友好議連」会長として、

仲間の議員や埼玉台湾総会の皆さん達と日台交

流サミットin仙台に出席。

全国各地からの日台友好を深める議員さん達

や、台湾からは謝長廷・駐日代表、台南市から

も多くの市議会議員が訪日され、日台の絆をよ

り深めたところであります。

次回のサミットは、新しく誕生した頼清徳 総

統が以前市長をしていた台南市で開催予定です。

▼埼玉県議会日本パラオ友好議員

連盟発足‼

私は過去に戦没者慰霊やダイビン

グ観光等で6回訪問している事もあっ

たので、会長代行としてさらに地方

議員外交を展開する事となりました。

過去日本統治下にもあったので、

非常に親日的な国です。

土屋県政時代には親密な交流のあっ

たパラオとの友好を、さらに深めて

行きたいと思います。




